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現
代
の
社
会
や
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

成
長
に
欠
か
せ
な
い
多
様
な
仲

間
や
保
護
者
、
教
員
以
外
の
大

人
と
の
関
わ
り
も
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
一
方
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
が
抱
え
る
問
題
や
課

題
を
単
独
で
解
決
す
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
で
す
。
子
ど
も
の

教
育
は
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
、

行
政
が
特
技
な
ど
を
生
か
し
、

同
じ
立
場
で
協
力
し
合
い
取
り

組
む
「
協
働
教
育
」
が
重
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中

学
生
や
保
護
者
を
対
象
に
命
の

尊
さ
や
家
族
の
絆
な
ど
、
家
庭

教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提

供
や
、
安
全
・
安
心
な
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
を
目
的
に
地

域
住
民
と
の
交
流
活
動
を
行
う

「
地
域
子
ど
も
教
室
事
業
」
な

ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
が

学
校
だ
け
で
は
身
に
つ
け
ら
れ

な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
育
ま
れ
る
な
ど
、
事
業
の

成
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
踏
ま
え
、
家
庭
・
地
域
・

学
校
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
を
つ
く

り
、
協
働
に
よ
る
教
育
活
動
を

通
じ
て
、
家
庭
・
地
域
の
教
育

力
の
向
上
や
学
校
教
育
の
充
実
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
や
地

域
住
民
の
や
り
が
い
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
こ
と
も
目
的
と
し
た

「
柴
田
町
協
働
教
育
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

なぜ協働教育なの？皆さんと共に
協働教育を推進

事業の3つの柱

①子育て･親育ち講座　②自然体験
キャンプ　③キャリアセミナー

①①

②②

③③



3

　
　

協
働
に
よ
る
教
育
活
動

は
、「
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
役
立
ち
た
い
」「
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
見
た

い
」
と
い
う
思
い
が
あ
れ

ば
誰
で
も
始
め
ら
れ
ま
す
。

　

家
庭
や
学
校
、
地
域

（
町
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

ど
）、
行
政
が
子
ど
も
の

健
全
育
成
に
向
け
て
目
的

を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
と
能
力
を
生
か
し
て

協
力
し
ま
し
ょ
う
。

　

参
加
し
た
い
、
詳
し
い

内
容
を
知
り
た
い
と
い
う

方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 
 
生
涯
学
習
課

　緯
5
5｜

2
1
3
5

　子どもの「しつけ」など、保護者が学ぶ機会の提供や家庭教育に関する講演会などを行っています。｢ピカイチイクメン講座｣では、父と子による工作や料理をとおして、父親同士の交流を深めながら子育てについて楽しく学び、父親の積極的な育児参加を促しました。

　すでに町内では、さまざまなイベントが催され、子どもの健全育成に地域ぐるみで取り組んでいます。ジュニアリーダーの育成や自然体験キャンプ、わくわくチャレンジ合宿通学を催して、子どもの自主性や協調性、人を思いやる心を育てています。｢子どもフェスティバル｣では、子ども会育成会連絡協議会を中心に、町内6地区の小学生が、学区の枠を超えて自分たちで考えた手作りの遊びで交流をしました。

　「深めよう学校と地域の絆｣をキャッチフレーズに、小中学校へ学校支援ボランティアを派遣しています。平成24年12月までに、個人43人、10団体109人の合計152人が登録しました。小中学校内において、地域学習、学校行事、農業体験など多くの支援事業が展開されています。中学生の職場体験学習や職業人の話を聞く会では、延べ50の団体の協力を得て行っています。　子どもたちにとっては、地域の人々との交流により社会性や道徳性が育まれ、多様な価値観や文化に触れることができ、地域に対する愛着や誇りが芽生えます。

 　家庭教育支援

地域活動支援　 

 　学校教育支援

できる人が、
できるときに、

できることを。

水上さんご夫妻　昨年度は、ラベンダーの挿し木を生徒に教えました。今年度は、その生徒と咲いたラベンダーの花を使ってラベンダースティック作りをしました。　普段の生活では、子どもたちと接する機会がないため、この事業は子どもたちと話ができる貴重な機会になりました。

ピカイチイクメン講  ピカイチイクメン講座座

子どもフェスティバ  子どもフェスティバルル

学校支援活動  学校支援活動邦邦楽（琴）楽（琴）指導指導

伊藤タイ子さん　東船岡小で読み聞かせと図書整理のボランティアをしています。　子どもたちのきらきら輝いた目が大好きで、子どもたちのことを「自分の孫」の様に思っています。　私と同じ様に、活動に関わってくださる方が増えてほしいと思います。　特に、おじいちゃん方に加わってほしいです。
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新
た
に
4
7
9
人
が

大
人
の
仲
間
入
り

　
「
成
人
の
日
」
は
、
大
人
に
な
っ

た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜

こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す

日
と
し
て
、
昭
和　

年
に
制
定
さ

23

れ
ま
し
た
。

　

柴
田
町
で
は
、
1
月　

日
に
船

13

岡
中
学
校
体
育
館
で
「
成
人
式
」

が
行
わ
れ
、
出
席
し
た
新
成
人
の

新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
4
7
9
人
（
男
2
5

1
人
、
女
2
2
8
人
）
が
大
人
と

し
て
仲
間
入
り
し
、　

時
か
ら
始

10

ま
っ
た
式
典
に
は
、
振
り
袖
や
羽

織
袴
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
晴

れ
着
姿
の
新
成
人
2
8
2
人
が
出

席
。
久
し
ぶ
り
の
旧
友
と
の
再
会

を
果
た
し
、
共
に
成
人
式
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
に
喜
び
合
う
光
景
が
、

会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
新
成
人
を
祝

お
う
と
、
花
の
ま
ち
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
な
み
ち
ゃ
ん
も

駆
け
つ
け
ま
し
た
。
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　私は、社会人として約２年間働き、大人
になることへの自覚を持つようになりまし
た。
　私には夢があります。以前、訪問介護の
仕事をしていて、高齢者の方と向き合って
きました。高齢者の方と触れ合ううちに、
成長していくための経験や知識を学ぶこと
が多く、とてもやりがいのある仕事だと気
付きました。高齢化社会が進む中、介護士
が少なく、充分なケアが出来ない現状を少
しでも改善できるよう、また高齢者が幸せ
を感じるような介護士を目指して頑張りた
いと思います。

②

①

③

④⑤

①晴れ着姿で会場に向かう新成人／② 中学時代の恩師からのビデオレター上映／③ 奥州柴田一番太鼓「火炎太
鼓」で新成人を祝う／④ 成人式の企画・運営に携わった実行委員会のメンバー／⑤ 成人を記念して万歳三唱

新成人代表

櫻井　 愛月 さん
あ づ き

　いよいよ私たちは大人として、新たな人
生を歩んでいきます。早く立派な大人とし
て自立し、社会に貢献する存在に成長して
いかなければなりません。
　私たちは、まだ人間的に成熟しているわ
けではありません。まだ花を咲かせていな
い小さな芽であるからこそ、無限大の可能
性があり、希望のある未来があります。
　自分の人生に責任を持ち、私たちを温か
く見守り、支えてくださった方々に恥じな
いように力強く成長していきたいと思いま
す。

新成人代表

伊藤　 考彦 さん
たかひ こ
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鉢
花
の
栽
培
技
術
の
向
上
と
農

業
の
経
営
安
定
を
目
的
に
、
生
産
農

家
9
人
で
平
成
7
年
7
月
7
日
に

設
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
栽
培
技
術
の
向
上
や
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
市
場
調
査
な

ど
に
努
め
な
が
ら
、
会
員
も
2
人
増

え　

人
で
母
の
日
の
カ
ー
ネ
ー

11
シ
ョ
ン
、
夏
場
の
ポ
ッ
ト
マ
ム
（
鉢

菊
）、　

月
の
シ
ク
ラ
メ
ン
、冬
を
彩

12

る
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
ほ
か
、
花

壇
苗
や
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
な
ど
年
間　
20

万
鉢
を
生
産
し
「
柴
田
の
鉢
花
」
と

し
て
全
国
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

季
節
ご
と
に
地
元
の
「
旬
の
花
」

を
お
届
け
す
る
た
め
、
柴
田
町
観
光

物
産
交
流
館
を
会
場
に
、
5
月
の
母

の
日
に
合
わ
せ
て
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
ま
つ
り
」、9
月
に
は「
ポ
ッ
ト
マ

ム
ま
つ
り
」、　

月
は「
シ
ク
ラ
メ
ン

12

ま
つ
り
」、
2
月
は
「
ク
リ
ス
マ
ス

ロ
ー
ズ
展
示
即
売
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
町
内
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店
し
て

い
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
観
賞

用
、
贈
答
用
に
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

今
月
開
か
れ
る
第

1
回
定
例
会
で
は
、
平

成　

年
度
の
当
初
予

25
算
が
審
議
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

予
算
の
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、「
何
を
最
優
先
課
題
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
な
の
か
」
を
、
住
民
か
ら

の
陳
情
や
要
望
、
町
の
懸
案
事
項
、
さ
ら

に
は
、
将
来
を
見
据
え
た
事
業
に
つ

い
て
、
総
合
的
に
判
断
し
、
決
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
重
点
的
に
取
り

25

組
む
べ
き
政
策
は
、
や
は
り
国
と
同

じ
で
「
経
済
の
再
生
」
で
す
。
安
倍

新
政
権
で
は
、
景
気
回
復
と
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、
大
胆
な
金

融
政
策
、
大
型
の
公
共
事
業
に
よ
る

財
政
政
策
、
さ
ら
に
、
成
長
戦
略
に

よ
る
富
の
創
生
を
掲
げ
ま
し
た
。

お
金
を
市
場
に
大
量
に
流
す
こ
と
で
需

要
を
喚
起
し
、
2
％
の
物
価
目
標
を
達
成

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
※

と
も
呼
ば

れ
る
政
策
は
、
銀
行
に
お
金
が
だ
ぶ
つ
き
、

投
資
先
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
「
投
資

力
不
足
」
や
海
外
と
の
コ
ス
ト
競
争
に
太

刀
打
ち
で
き
な
い
と
い
う
「
競
争
力
不

足
」、
人
口
減
少
や
高
齢
化
社
会
の
到
来

に
よ
る
「
消
費
不
足
」
に
対
し
て
効
果
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
公
共
事
業

の
バ
ラ
マ
キ
、
ハ
コ
モ
ノ
行
政
の
復
活
と

の
懸
念
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
緊
急
経
済
対
策
は
、
単
な
る
カ

ン
フ
ル
剤
で
は
な
い
か
と
の
批
判
も
あ

り
ま
す
が
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
水
害
対
策
や
道
路
、
側

溝
、
公
園
の
整
備
を
は
じ
め
、
柴
田

球
場
の
改
修
や
総
合
体
育
館
、
本
格

的
な
図
書
館
の
整
備
な
ど
、
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
基
礎
的
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
山
積
み
し
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

国
の
補
正
予
算
が
成
立
し
た
後

に
は
、
こ
う
し
た
政
策
を
う
ま
く
活

用
し
て
、
町
の
発
展
に
結
び
付
け
て

い
く
の
が
、
私
た
ち
行
政
マ
ン
の
腕

の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
経
済
の
再
生
に
と
っ
て
公
共
事

業
の
拡
大
は
、
ま
だ
ま
だ
有
効
な
経
済
政

策
の
一
つ
な
の
で
す
。
経
済
を
支
え
る

基
礎
的
な
イ
ン
フ
ラ
を
早
急
に
整
備
し
、

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
の
交
流
を
加

速
さ
せ
、
柴
田
町
の
経
済
を
成
長
軌
道
に

乗
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域経経経経経経経経経経済済済済済済済済済済のののののののののの再再再再再再再再再再地域経済の再生生生生生生生生生生生
※アベノミクスとは…安倍首相が掲げる経済政策のこと。安倍とエコノミクス（経済）を合わせた造語。
米国のロナルド・レーガンの経済政策であるレーガノミクスにちなんで、呼ばれるようになった。

 イベント情報 クリスマスローズ展示即売会　心をこめて生産したクリスマスローズを特別価格で販売します。日時　2月2日㈯、3日㈰　午前9時30分～午後4時場所　柴田町観光物産交流館　｢さくらの里｣（船岡城址公園内）販売価格　1000円～5000円
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　今年もバレンタインの季節がやってきました。
　ずっと語り継がれる名作やちょっと大人の恋愛小説、読んで楽しいラブコ
メの傑作まで、バレンタインシーズンにおすすめの恋愛小説を特集してご紹
介します。厳しい寒さの中、少し温まりたいときには、幸せな気分になれる
小説世界に浸ってみませんか。
　また、お菓子のレシピ本も一緒に展示します。普段は言えない愛や感謝の
気持ちを伝えてみてはいかがでしょうか。

日時／2月2日、9日、16日、23日の土曜日
 　　　11：00～12：00　※事前の申し込みは必要ありません。
場所／柴田町図書館（ふるさと文化伝承館1階奥の「集会室1」）
協力／絵本読み聞かせの会「おむすびころりん」
　　　図書館サポート委員会「ひよこちゃん」　ほか

■問  柴田町図書館（しばたの郷土館・ふるさと文化伝承館内）
　緯86-3820　FAX86-3821　Eメール:library@town.shibata.miyagi.jp 柴田町図書館「2月」の休館日

※太字が休館日です
開 館 時 間

平日10:00～19:00
土・日曜日、祝日10:00～17:00

土金木水火月日
21
9876543
16151413121110
23222120191817 2827262524

広 告 広 告

広 告
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これからも元気に暮らしてください

おらほのラジオ体操で体をほぐす参加者

町のイベントや文化財、花のまちについて紹介

　

佐
久
間
幸
助
さ
ん
は
、
北
船
岡

に
住
ん
で
い
ま
す
。
1
月　

日
に

10

1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
町

長
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
送
ら

れ
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

俳
句
で
は
町
に
大
き
な
功
績
を

残
し
た
佐
久
間
さ
ん
。
長
寿
の
秘

訣
は
1
日　

分
の
散
歩
と
、
毎
日

30

牛
乳
を
飲
む
こ
と
。
1
0
0
歳
を

迎
え
て
、
一
句
詠
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　夢かとも　　　思ふ百寿と　　　　　言はれても
　

1
月　

日
、
柴
田
町
地
域
福
祉

20

セ
ン
タ
ー
で
、
他
市
町
村
か
ら
町

内
へ
避
難
し
て
暮
ら
し
て
い
る
方

（
約
1
7
0
家
族
）
を
対
象
に
交

流
会
が
行
わ
れ
、　

家
族　

人
が

12

17

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、

初
め
て
住
む
ま
ち
を
知
っ
て
も
ら

い
、
お
互
い
に
交
流
す
る
き
っ
か

け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
町
と
社

会
福
祉
協
議
会
が
企
画
し
た
も
の

で
す
。
当
日
は
、
観
光
や
イ
ベ
ン

ト
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
生
活
で
の

悩
み
な
ど
の
意
見
交
換
や
軽
い
運

動
で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

百歳の「寿」  ～俳句を詠むのが得意～

花のまち柴田へようこそ

広 告
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蛍光色の目立つプレート150枚が交付されました

　
　

月　

日
に
大
河
原
警
察
署
の

12

26

佐
藤
署
長
か
ら
「
こ
ど
も
1
1
0

番
の
家
｣
の
新
し
い
プ
レ
ー
ト
が

阿
部
教
育
長
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
1
1
0
番
の
家
」
は
、

子
ど
も
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に
駆
け
込
め

る
場
所
を
確
保
し
て
、
地
域
ぐ
る

み
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る
活
動
で

平
成　

年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

10

目
印
と
し
て
玄
関
先
な
ど
に
掲
げ

ら
れ
る
プ
レ
ー
ト
は
、
年
月
の
経

過
と
共
に
文
字
が
消
え
か
け
て
い

た
た
め
再
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

町の成長と発展を祈願して

安全安心の道しるべに

受験に向けてラストスパート

　

新
春
交
歓
会
が
、
1
月
7
日
に

町
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
歓
会
は
、
町
内
各
界
の

方
々
が
一
堂
に
集
ま
り
、
新
春
の

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
場
と
し
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
で
は
、

町
の
美
し
い
風
景
な
ど
の
映
像
が

上
映
さ
れ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り

ま
し
た
。
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で
滝

口
町
長
は
「
都
市
の
基
盤
整
備
と

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
2
つ
の
政
策

で
柴
田
町
を
元
気
に
し
た
い
。
共

に
柴
田
町
の
魅
力
を
育
て
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

町
内
の
中
学
3
年
生
を
対
象
に

1
月
4
日
か
ら
2
日
間
、
槻
木
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
志
望
校
合
格

に
向
け
た
「
冬
季
受
験
力
ア
ッ
プ

学
習
会
」
が
、
町
教
育
委
員
会
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
、

英
語
と
数
学
を
課
題
に
応
じ
て
丁

寧
な
指
導
を
受
け
、
熱
心
に
学
習

し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

自
主
的
な
学
習
の
場
を
提
供
し
て

高
校
受
験
へ
向
け
た
意
識
啓
発
を

目
的
に
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

学習会には延べ16人が参加しました

約400人が参加し、町政の発展を祈念しました

広 告 広 告
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オリオンを見つけ二月の門扉 閉 づと
 御  手  崩 る百尺仏や犬ふぐりみ て くず冬菜畑阿武隈線の発車ベル春ともし昭和を紡ぐ糸車焼印の打出の 小槌 山笑ふこづち雪解浜千切れしままの半旗かな鳥雲に入るや手品の種明し出郷や 吹雪 く底より津軽三味ふぶ宇治橋や二千年紀の風光る風紋のはじまってゐる目借時「早春賦｣風の伴奏阿武隈川干し大根ひきずり猿の七ヶ宿地震きて田畑波うつ恐ろしさ華やかさ今も昔もかわらない法然の茅山門に淑気満つ 小野　憲彦江戸　裕子上遠野三恵鎌形　清司鈴木　清子鈴木　三山鈴木　幸子相馬カツオ松崎　利保石母田星人槻木　永井　　堯大槻　信吉槻木　加藤　利通槻木　加藤　マサ下名生　笠松フミコ

ストレスはハートはじけたロック聴き　明日又がまんを売りに行きコトコトと大根煮含めアメ色に　うから集へばくりや華やぐ冬桜春待ちこがれることもなく　精いっぱいにその時を生きる川に浮く白鳥の群れ遠く見ゆ　一家 団欒 のやうに和みてだんらん孫連れて山道散歩の道すがら　残雪眩し太陽の村 年末ジャンボに夢と期待かけ 慎 ましい個人資産が当てにされつつ縁日の出店は孫に手を引かれ音楽を聞いて至福の寝正月竹馬の友逝って賀状の数も減り竹割った様な気性で律義者学齢の孫真ん中に初笑らい縁あってこの地に生きる日々好日寒の入り凍て付く道に月明り残り葉に雪積もり絵のような寒中に芽を出し微笑む福寿草年賀状受け取る幸せかみしめる 四日市場　曵地　真翔四日市場　郷土　山櫻西船迫　大沼　一路船岡　菅原　三男船岡　平間　要一船岡　阿部トクエ船岡　長尾　純子船岡　早坂　洋子船岡　伊藤タイ子船岡　安藤　節子船岡　阿部美代子西船迫　渡辺　晴奈　　韮神　　 葛 かずら船岡　柄目けい子船岡　沢田　順子槻木　大泉かずえ本船迫　森田　眞六
●発行日・発行部数：毎月1日（年12回）発行　15,000部●配布先：町内全世帯および各公共施設、町内外の関係団体●広告の規格：1枠　縦45㎜、横86㎜●広告掲載料：10,000円／1回（1枠）●募集枠数：広報紙1回につき8枠（広報紙1回につき1者あたり2枠まで）●掲載基準：「町民に不利益を与えないもの、中立性」などを考慮します。詳しくは、広報しばた広告掲載取扱要綱をご覧ください。

●申込方法：所定の申込書に原稿およ　び納税状況確認同意書（または納税　証明書）を添えてお申し込みくださ　い。申込書などは町ホームページよ　りダウンロードできます。●申込期限：　平成25年2月18日（月）
■申■問 まちづくり政策課　緯54-2111　思55-4172
　ホームページ　http://www.town.shibata.miyagi.jp/

平成25年4月からの「広報しばた」に掲載する広告を募集します。お店や会社のＰＲなど暮らしに役立つ広告をお待ちしています。

広 告 広 告



ふれあい マイタウン
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　船岡小学校6年

鈴 木  桃   愛  さん
も え

　ふれあいマイタウンは、町民の皆さんからの応募・紹介でつくるコーナーです。俳句・川柳・短歌に興味がある（こうほう文芸）、とてもすてきな
方なので紹介したい（人間もよう）、自己表現コーナー（夢空間2013）、子どもの成長の写真やかわいい孫の写真を載せたいという方（町内にお住
まいの4歳以下のお子さん）、はがき、手紙などで2月14日（木）までご応募ください。　　　■連絡先／まちづくり政策課　緯54-2111　

　船岡小学校6年

遠 藤  正   樹  さん
まさ き

　　　お子さん（4歳まで）の写真をお待ちしてい
　　　ます。写真の裏にお子さんの名前を必ず書
　　　いてください。投稿者の住所、氏名、電話
番号、子どもの名前・生年月日を明記し、「ひと
こと」を添えて応募してください。

女王の番犬（ペンネーム）

はなちゃん（ペンネーム）

広 告 広 告



人口と世帯数
（平成25年1月1日現在）
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2013
年
2
月
1
日（
616）号

　
発
行
／
宮
城
県
柴
田
町
　
編
集
／
ま
ち
づ
く
り
政
策
課

〒
989-1692　

宮
城
県
柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
中
央
2
丁
目
3
番
45
号
　緯

0224-54-2111
URL  http://w

w
w
.tow
n.shibata.m

iyagi.jp/

特集
み
ん
な
で
育
て
よ
う

　

笑
顔
輝
く  
元
気
な
「
し
ば
た
っ
子
」

38,725人
（前月比1人増）

19,204人
（前月比7人減）

19,521人
（前月比8人増）

14,930世帯
（前月比14世帯減）

※平成24年7月9日の住民基本台帳法の改正に伴い、外国人を含む人口と世帯数となります。

◎このコーナーは、平成24年2月9日に行われた子ども議会における一般質問で「学校から元気を発信したい」という
提案を基に、10月号から２カ月に１回掲載しています。
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